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※１０月のレセプト提出日は １０月６日（木）です 

返戻を含む紙レセプト、猶予期間のフロッピーの提出はこの日にお願いいたします。 

従来お願いしておりました、処方箋受付枚数・広域医療機関受付枚数の報告は終了となりました。

今までご協力ありがとうございました。 

 

※自治指導にご協力ください 

薬と健康の週間（10月 17日～23日）を含む 10月～11月に、自治指導員が巡回訪問しますので、

自主点検表のご記入等ご協力ください。薬機法の改訂により内容も改正されていますので、業務手

順書の改訂年月日等もご確認の上ご記入をお願いします。 

 

※別添の「豊島区薬業協同組合」の広報もご覧ください 

事業者用ごみ処理券の販売の案内もぜひご覧ください。 

 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

１)令和 4年度かかりつけ薬剤師研修会の開催について 
 

本年度もかかりつけ薬剤師研修会が次のとおり開催されます。 

23回目の開催となる今回は、本年度の東京都薬剤師会活動テーマ「更なる地域貢献を目指して～

生涯学修に取り組もう～」の実現に向け、日常業務の中で最も身近な疾患のひとつである『糖尿病』

について、疾患の基礎から多職種連携の極意まで学べる内容を予定しております。 

 

開催日：：令和 4年 11月 13日（日）12:30-16:00 

開催方法：集合・配信ハイブリッド開催 

開催場所：sola city Hall （別紙参照） 

 （千代田区神田駿河台 4-6 御茶ノ水ソラシティ 2階） 

申込方法：都薬ホームページより期間を含めてお知らせいたします。 

(https://www. toyaku.or.jp/) 

 

※東京都薬剤師会認定基準薬局の認定のための研修会の 1つです。 

※東京都薬剤師会研修単位：2単位（予定） 



※受講料：無料 

※今後の感染状況によっては開催方法を変更することがございます。ご了承ください。 

 

２)令和 4年度薬局製剤研修会のご案内 
 

既にご案内のとおり、標記研修会の申し込みが開始されております。 

都薬雑誌「薬局製剤で起こす薬局革命」の連載終了後、薬局製剤を始めるにあたって必要な手続

き、また実際の製造まで学べる場として、今年 6月に第 1回薬局製剤研修会が開催されました。予

想を上回る申込みがありましたので、前回残念ながら参加できなかった方に向けて追加開催される

こととなりました。 

更なる地域貢献を目指す先生方、またこれから薬局製剤の取扱いを始めたいとお考えの先生方は

ぜひご受講いただくようお願いいたします。 

 

日時（申込期間）： 

第 2回 令和 4年 10月 15日（土）（ 9月 16日（金）～10月 7日（金）：受付中） 

第 3回 令和 4年 11月 12日（土）（10月 17日（月）～11月 4日（金）） 

第 4回 令和 4年 12月 17日（土）（11月 21日（月）～12月 9日（金）） 

 

各日 17:00-19:45 （受付開始 16:30） 

※当日は班に分かれて実習を行っていただきます。 

※実習参加される前に、11/1よりスタート予定の東京都薬剤師会 e-ラーニングシス  

テムにて下記講義を受講ください。 

（第 2回の受講者につきましては、実習後に受講方法をご案内いたします） 

内  容：実習）「作ってみよう薬局製剤」 

薬局製剤製造指針に基づき、3種類の薬局製剤の調製を実際に体験いただきます 

講義）オンデマンドでの受講 

「薬局製剤と薬機法」 

「製剤学の観点から見た薬局製剤」及び「感冒症状における薬局製剤」他 

※受講方法は後日参加者の方にご連絡いたします 

場  所：東京都薬剤師会館 

受講料：8,000円  会員：1,000円  会員薬局勤務の薬剤師：3,000円 

※別途材料費 1,000 円かかります 

定  員：各回 36名（定員に達し次第締切） 

申込方法： 

（１） 以下の必要事項を本文に記入し、上記受付期間中に「yakkyoku-seizai@toyaku.or.jp」 

までメールにてお申込みください。 

必要事項：①氏名（フリガナ）、②性別、③生年月日、④薬剤師名簿登録番号、 

⑤会員／非会員の別（会員の場合は会員番号）、⑥勤務先名、 

⑦連絡先（勤務先、自宅もしくは携帯のいずれに該当するか明記）、 

⑧メールアドレス（受講票及び講義受講用 URLをお送りします） 

 （２）受付後、東京都薬剤師会事務局から受講料及び入金方法をお知らせいたしますので、期

日までにご入金をお願いします。ご入金を確認でき次第、受講票を送付いたします。 

 

◎当日の持ち物：受講票、白衣、筆記用具 

◎東京都薬剤師会研修認定単位：2単位（予定）（実習 1単位、講義 1単位） 

 講義部分の 1単位については受講確認後郵送させていただきます。 

※今後の感染状況によっては開催方法を変更することがございます。ご了承ください。 

mailto:yakkyoku-seizai@toyaku.or.jp


 

３)医療機関受診勧奨通知（生活習慣病治療中断者）の送付に伴う事業の周知について 

 

東京都後期高齢者医療広域連合が、生活習慣病の重症化予防や健康寿命の延伸を図るため、医療

機関への受診勧奨事業（生活習慣病治療中断者）について、別紙のとおり実施されます。対象患者

からの相談等がある可能性がありますのでご承知おきください。 

 

４)「「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に基づき緊急避妊薬の調剤が対応可能な

薬剤師及び薬局の一覧について」の一部改正および研修会開催要領の改定について 
 

緊急避妊薬の調剤が対応可能な薬剤師及び薬局を確認する際の利便性の観点から、同通知が改正

されました。一覧が薬局ごとの情報に整理されたことに伴い、変更届の様式を変更し、提出者を「研

修修了者」から「薬局」に変更するとともに提出先を「研修修了県」から「薬局所在県」に変更する

ものです。 

同通知の改正に伴い、日本薬剤師会は、都道府県薬剤師会においてオンライン診療に伴う緊急避

妊薬の調剤に関する研修会の開催要領、Q&A を改定するとともに、追加資料を作成いたしましたの

であわせてお知らせいたします。 

 

https://www.nichiyaku.or.jp/pharmacy-info/online/index.html  

 

５)重篤副作用疾患別対応マニュアル周知に関する調査ご協力のお願い 
 

標記について、一般社団法人日本病院薬剤師会より、アンケートへの協力依頼がありました。 

回答期限は 10月 16日までとなっております。 

次の URLよりご回答いただきますようお願いいたします。 

 

アンケート調査回答はこちらからお願いします。 

  ↓   ↓ 

（https://jshp.info/kakenanq2022/） 

日本病院薬剤師会＞日病薬関係＞厚生労働省委託事業 

＞重篤副作用疾患別対応マニュアルの周知に関する調査ご協力のお願い 

 

（参考） 

※重篤副作用疾患別対応マニュアル紹介動画 

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/adr-info/manuals-for-

public/0003.html 

PMDAホームページ＞安全対策業務＞情報提供業務＞医薬品＞副作用等情報 

＞重篤副作用疾患別対応マニュアル（患者・一般の方向け） 

＞重篤副作用疾患別対応マニュアルとは？ 

 

※重篤副作用疾患別対応マニュアル（医療関係者向け） 

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/adr-info/manuals-for-hc-

pro/0001.html 

PMDAホームページ＞安全対策業務＞情報提供業務＞医薬品＞副作用等 

＞情報重篤副作用疾患別対応マニュアル（医療関係者向け）  



豊島区薬剤師会からの連絡事項 

１）令和４年度 公益社団法人豊島区薬剤師会 職掌分担表 

9月度理事会において、令和 4年度の職掌分担が決まりましたのでお知らせいたします。 

 

 
 



２）新型コロナワクチン配付事業について 

新型コロナワクチンの接種拠点施設へ配付を行う事業ですが、10月からも配付事業が継続される

こととなりました。 

すでに拠点薬局へは案内済ですが、個別接種用はファイザーワクチン、モデルナワクチンともに

オミクロン対応ワクチンへ変更となりました。 

また、新ファイザーワクチンは希釈せずに接種可能となり、希釈用の医療材料は配付不要となり

ました。 

なお、5～11歳用ファイザーワクチンについては区より接種拠点施設へ直送となりました。 

拠点薬局におかれましては、引続きよろしくお願いいたします。 

 

３）高齢者の服薬情報提供事業へご協力のお願い 

当会と豊島区との共同事業「高齢者の服薬情報提供事業」へのご協力をいただき誠にありがとう

ございます。 

今年度も該当者へのお知らせが8月に発送（国保1000通、生保110通）されました。協力薬局へ広

報7月号配付時に事業説明書と残薬バッグ5枚を配付いたしましたので、ご確認の上ご対応よろしく

お願いいたします。 

残薬バッグの追加をご希望の場合は、事務局までご連絡ください。 

なお、患者さんが来局され対応された先生は、引き続き翌月10日までに事務局まで所定の用紙に

て報告をいただけますようお願いいたします。 

 

４）豊島区薬剤師会ホームページリニューアルについて 

2月に当会ホームページを全面リニューアルし、半年が経ちました。 

日々情報を更新しております。ご活用ください。 

 

■ https://www.toyoyaku.jp 

 

 ■会員向けページのID、PWはいずれも「toshima」です。 

 

今後とも、内容の充実を図るとともに、よりわかりやすい情報を発信してまいりますので、何卒

よろしくお願い申し上げます。 

 

 

会員入会 

  山田 優（Ａ）   アイン薬局池袋駅東口店 南池袋１－２７－１０ 油木第1ビル1F 

三好 和加（Ａ）  サンコー薬局大塚店   南大塚２－３７―７ 井口ビル１階 

河内 美佐紀（Ａ） 薬局日本メディカルシステム巣鴨店  巣鴨１－１７－６ MEFULL巣鴨1F 

 

会員変更 

川窪 千尋（Ａ）→  小更 梨紗（Ａ）    くすりの日生薬局 

  天田 栄一（Ａ）→  谷口 公子（Ａ）   東池薬局 

  白山 久美子（Ａ）→  加島 純一（Ａ）  雄飛堂薬局西池袋店 

 

 

 

 



会員数報告 

Ａ会員 115名  

Ｂ会員 14名 

賛助会員 2名 

合計    131名 

 

 

保険部より 

１）処方箋医薬品以外の医療用医薬品の販売方法等の再周知について 

処方箋医薬品以外の医療用医薬品の販売実態において、趣旨を逸脱した不適切な販売方法が散見さ

れることから、同医薬品の取扱いを改めて整理するとともに、不適切な事例についての指導徹底が依

頼されました。 

 

 

 



 



 

 

 



 
 

 

 

 

 



２）新型コロナウイルス感染症に係る医療機関･保健所からの証明書等の取得に対する配慮につ

いて 

本年7月29日に新型コロナウイルス感染症対策本部において「病床、診療・検査医療機関のひっ迫

回避に向けた対応」を決定し、医療のひっ迫を回避するための対策を確実に実施していくこととなり

ました。直近の感染状況等に鑑み、医療機関や保健所が重症化リスクのある方への対応を確実に行う

ことができるよう、以下の点についてご協力をお願いいたします。 

 

 

 



 

 



 

 

３）労災レセプト電算処理システムの利用促進に係る協力依頼について  

厚生労働省大臣官房審議官（労災、建設・自動車運送分野担当）より、協力依頼の通知がありまし

たのでお知らせいたします。 

平成26年2月より労災レセプト電算処理システム（オンライン請求）が稼働を開始して以来8年が経

過したところですが、本システムの普及を一層進めるため、厚生労働省は労災指定薬局を対象とした

普及促進事業を実施しています。本年度は、令和4年8月3日（水）～12月22日（木）までの毎週水・木

曜日、15時30分～16時30分に、薬局向けにオンライン説明会を開催しています。 

詳細は「労災レセプトオンライン化ナビ」ホームページよりご確認ください。 

https://www.rourece.mhlw.go.jp/information.html  



４）「オンライン資格確認」医療機関等向けポータルサイト仮ＩＤ･アカウント一括発行及び

架電の実施について 

今般、「経済財政運営と改革の基本方針2022」（令和4年6月7日閣議決定）において、「オンライン資

格確認について、保険医療機関・薬局に、2023年4月から導入を原則として義務付ける」との政府方針が

示されたところであり、その詳細については、決まり次第、速やかに周知を行っていくこととしていま

す。厚生労働省では、安心・安全で質の高い医療を提供していくデータヘルスの基盤となるオンライン

資格確認について、早期導入促進に向けた取組を進めていくこととしております。 

① 医療機関等向けポータルサイトのアカウントが未登録の医療機関等に対してダイレクトメールの

発送を行う。（次ページ別添参照） 

② 架電により、顔認証付きカードリーダーの申込みや導入に向けた取組の促進を行う。 

 

なお、補助金を利用するには2023年3月末までに稼働させる必要があります。現在、レセコン各社に申

し込みが殺到し、納期が大幅に遅れることが想定されますので早急に導入を進めて頂けるようお願い申

し上げます。 

 



 

 



 

 



 

５）医療 DXの基盤となるオンライン資格確認の導入の原則義務付け及びこれに伴う診療報酬

上の加算の取扱いについて 

(１)オンライン資格確認の導入の原則義務付け（令和5年4月1日施行） 

1.保険医療機関及び保険薬局は、患者の受給資格を確認する際、患者がマイナンバーカードを健康

保険証として利用するオンライン資格確認による確認を求めた場合は、オンライン資格確認によって

受給資格の確認を行わなければならないこととする。（保険医療機関及び保険医療養担当規則第３条

第１項及び第２項関係等） 

2.現在紙レセプトでの請求が認められている保険医療機関・保険薬局については、オンライン資格

確認導入の原則義務付けの例外とする。（同令第３条第３項関係等） 

3.保険医療機関及び保険薬局（2の保険医療機関・保険薬局を除く。）は、患者がマイナンバーカー

ドを健康保険証として利用するオンライン資格確認による確認を求めた場合に対応できるよう、あら

かじめ必要な体制を整備しなければならないこととする。（同令第３条第４項関係等） 

4.このほか、保険医療機関及び保険薬局はオンライン資格確認に係る体制に関する事項を院内に掲

示しなければならないこととする。（療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が

定める掲示事項等） 

 

(２)オンライン資格確認等システムを通じた患者情報等の活用に係る評価の見直し（令和4年10月1

日適用）  

保険医療機関・保険薬局のオンライン資格確認の導入の原則義務化等を踏まえ、オンライン資格確

認等システムを通じた患者情報等の活用に係る現行の評価を廃止し、初診時等に患者の薬剤情報や特

定健診情報等の診療情報を活用して診療等を実施し質の高い医療を提供する体制及びオンライン資格

確認等システムによる患者情報の取得の効率化を考慮した評価体系とする。具体的には「電子的保健

医療情報活用加算」を廃止し、「医療情報・システム基盤整備体制充実加算」を新設する（令和4年10

月1日適用）。 

 



 

 

 



６）医療情報・システム基盤整備体制充実加算の取扱いに関する疑義解釈資料の送付につい

て（その１） 

医療情報・システム基盤整備体制充実加算の取扱いに関する疑義解釈が示されましたのでご確

認ください。 

 

 

 



 

 

７）東京都国民健康保険団体連合会からのお知らせ 増減点・返戻通知書に係る増減点事由に

ついて 

東京都国民健康保険団体連合会（国保連合会）より標記に関する周知依頼がありました。保険薬

局が国保連合会に請求する「療養の給付に関する費用」に関しましては、従来、国保連合会での審

査後に請求点数に変更が生じた際には、「増減点・返戻通知書」に、「Ｄ（告示・通知の算定要件

に合致していないと認められるもの）」とのみ記載され、請求元の保険薬局に通知されておりまし

たが、今後（令和４年９月審査分から）は、審査結果の理由に応じた区分ごとの事由記号を用いて

通知することとなりました。つきましては、今後、国保連合会からの返戻通知は、詳細な理由表記

（概ね添付資料の ABC又はD）となります。 

 

 



８）療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等の一部

改正等について 

標記について、厚生労働省保険局医療課から連絡がありましたのでお知らせいたします。 

今般、エレヌマブ製剤（アイモビーグ皮下注70mgペン）が、①処方箋で交付することができる注射

薬、②在宅自己注射指導管理料（医科点数表）等の対象薬剤として追加されました。 

詳細は厚生労働省通知（保医発０８３１第５号）をご確認ください。 

https://www.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T220902S0030.pdf  

 

９）【再掲】保険に関する情報は「豊島区薬剤師会保険部グループページ」をご覧ください 

豊島区薬剤師会では保険関係の情報を細かく伝達するために、専用のページを設けております。 

URLより通知等の原文のPDFが閲覧可能です。 

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX 

 

学術部より 

１）豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

10月の勉強会は次のとおり実施いたします。 

日時：令和4年10月20日（木）19:45-21:30 

場所：今回は情報通信機器（ZOOM）を用いて実施いたします。 

内容： 

講演Ⅰ「緩和ケア・痛みセンターにおけるチームアプローチ  

がん性疼痛マネジメント～神経障害性疼痛を含めて～」 

演者： 日本大学医学部 麻酔科学系麻酔科学分野 助教 

日本大学医学部附属板橋病院 緩和ケア・痛みセンター 副センター長  

松井 美貴 先生 

講演Ⅱ「在宅医療と病院における緩和ケア連携～ヒドロモルフォンの有用性を含めて～」 

演者：要町病院 副院長                  吉澤 明孝 先生 

ディスカッション 地域で考える疼痛管理について 

 

☆今回の勉強会は東京都薬剤師会薬剤師生涯研修認定制度の認定単位1点となります。 

☆申し込みを豊島区薬剤師会HPからの参加登録のみに限らせて頂きます。 

☆申し込み方法：豊島区薬剤師会HPにアクセス→「勉強会・研修会情報」→ 

「お申し込みはこちら」をクリック→必要事項を入力し送信 

☆参加受付開始日時：令和4年10月1日（土）9:00～10月14日（金）12:00 

☆ご参加を事前申し込み100名様までと限らせて頂きます。 

☆認定単位をご希望の方で薬剤師免許証コピー未提出の方は薬剤師免許証のコピーの 

FAXをお願いいたします。（過去に提出されていれば結構です。） 

 

 

 

 

 

 

https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1Izvjl6An3GWZy3JDSlgLSOTVlawLkDRX


薬学生実務実習関係 

１）【再掲】東京都薬剤師会‘学生向け’「とやく携帯メルマガ」配信のお知らせ 

東京都薬剤師会では、薬学生が、卒業後「東京都薬剤師会に入会しよう」という動機づけとなるこ

とを期待して、携帯電話によるメールマガジンの配信を開始します。実務実習受入薬局には案内ポ

スターを配布いたしますので、薬学生への案内をお願いいたします。なお、学生対象ですが、会員へ

の配信も可能です。 

 

池袋あうる薬局輪番 

１０月の輪番は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

１０月 日 勤 ９：００ ～ １６：３０ 
準 夜 １６：００ ～ ２２：００ 

 受付事務入力兼任 

１日（土）     かもめ薬局 北池薬局 

２日（日） あけぼの薬局南長崎店 こまごめ薬局 平和通り保健薬局 めぐみ薬局 

８日（土）     
アイン薬局 

池袋駅東口店 
駒込中央薬局 

９日（日） 雄飛堂薬局巣鴨店 いちょう薬局 うずらやま薬局 めぐみ薬局 

１０日（月） さの薬局 上池袋薬局 デイジー薬局東池袋店 北池薬局 

１５日（土）     チチブ薬局 あうる薬局 

１６日（日） いろり薬局東長崎店 こまごめ薬局 平和通り保健薬局 佐藤薬局 

２２日（土）     あかまつ薬局 北池薬局 

２３日（日） デイジー薬局東池袋店 さの薬局 
薬局マツモトキヨシ 

東長崎駅北口店 
駒込中央薬局 

２９日（土）     
あけぼの薬局 

南長崎店 
あうる薬局 

３０日（日） 池袋駅前げんき薬局 
雄飛堂薬局 

池袋トキワ通り店 
アリス薬局大塚店 めぐみ薬局 

 

 

 

 

 



 

長崎休日診療所派遣 

１０月の輪番派遣は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

 

１０月  

２日（日） 長崎調剤薬局 

９日（日） 東池薬局 

１０日（月） みやこ薬局巣鴨店 

１６日（日） デイジー薬局東池袋店 

２３日（日） いろり薬局東長崎店 

３０日（日） みやこ薬局巣鴨店 

 

医薬品・情報管理センター報告 

○管理センター売上及び仕入 

2022年7月売上金額   ￥3,027,112－ 

2022年7月仕入金額   ￥2,659,637－ 

 

2022年8月売上金額   ￥3,570,778－ 

2022年8月仕入金額   ￥3,785,987－ 

 

○相談件数 

7月 件数 

薬局からの在庫確認 120 

薬局からの処方箋応需 2 

患者からの処方箋応需 2 

医療用医薬品についての相談 0 

医療機関の紹介 1 

一般用医薬品についての相談 0 

その他 6 

合計 131 

 

8月 件数 

薬局からの在庫確認 140 

薬局からの処方箋応需 2 

患者からの処方箋応需 4 

医療用医薬品についての相談 2 

医療機関の紹介 1 

一般用医薬品についての相談 1 

その他 4 

合計 154 



 

 

○池袋あうる薬局処方せん受付状況 

7月  休日夜間     82枚                           

その他      248枚 

8月  休日夜間     45枚                           

その他      287枚 

 

○情報発信 

「雨水の活用法」 

 

夏の渇水対策として雨水の利用が推進されているのをご存知でしょうか。 

 阪神淡路大震災では水道水の普及に３ヶ月近く要したこともあり、生活用水としての雨水の必要性

が高まっています。 

 近年多発しているゲリラ豪雨では降った雨をタンクに貯めたり、地下に浸透させることで雨水が一

挙に下水道に流れ込むのを緩和し、都市型洪水を軽減させる効果もあります。 

 そして色々な施設でトイレの洗浄水や冷却塔の補給水として活用されています。雨水利用を促進す

るための助成金制度もあります。 

 各家庭でも植物の水やり、洗車、打ち水、また断水に備えて雨水タンクを設置する場合があります。 

 雨水は身近な水資源です。有効に活用しましょう。 

 

参考文献 https://www.city.sumida.lg.jp 

          https：//www.mlit.go.jp/mizukokudo/mizsei 

 

文責 中野 

 

理事会報告 

2022年 8月 10日（水）午後 8時 30分より豊島区薬業会館にて理事会が開催されました。 

出席者：佐野会長 伊原副会長 佐藤副会長 江村副会長 田崎常務理事 元谷常務理事     

前原常務理事 南出常務理事 黒須理事 林理事 内山理事 原嶋理事 小林理事 

原田理事 北川理事 藤平理事 

廣田監事  

 

○報告事項 

 1. 学術・DI担当報告 

2. 防災公衆衛生担当報告 

3．総務・会計担当報告 

4．保険担当報告 

5．地域医療担当報告 

6．池袋あうる薬局担当報告 

 

○協議事項 

1.  職掌分担の件 

   原則として現担当を継続して、各理事及び新理事の希望を考慮しながら 9月に確定する方向

とし、池袋あうる薬局担当の主担当は約 1年かけて検討していくことが決定された。 

2． 第Ⅲ期実務実習生集合研修実施の件 



 第Ⅲ期実務実習生集合研修の実施が決定された。 

 

○審議事項 

1. 令和 4年度 OSCE（薬学共用試験）評価者派遣の件 

  令和 4年度 OSCE（薬学共用試験）評価者派遣者が決定された。 

2.  新会員入会承認の件 

  サンコー薬局大塚店三好和加先生の A会員としての入会及び薬局日本メディカルシステム巣

鴨店河内美佐紀先生の A会員としての入会が承認された。 

3.  相談役委嘱の件 

  遠藤信一郎先生への相談役委嘱の案が承認された。 

4.  電子帳簿保存法とインボイス制度対応による環境整備の件 

  事務局での TKCデータセンタ利用及びスキャナの購入が承認された。 

5.  豊島区新型インフルエンザ等対策推進協議会委員推薦の件 

  伊原副会長を推薦することが決定された。 

6.  東京都立大塚病院運営協議会委員の推薦件 

  佐野会長を推薦することが決定された。 

7.  広報作成の件 

  8月号の広報を 9月号との合併号とすることが決定された。 

 

 

2022年 9月 7日（水）午後 8時 30分より豊島区薬業会館にて理事会が開催されました。 

出席者：佐野会長 伊原副会長 佐藤副会長 江村副会長 田崎常務理事 元谷常務理事     

前原常務理事 南出常務理事 黒須理事 林理事 内山理事 原嶋理事 原田理事    

北川理事 藤平理事 

廣田監事  

 

○報告事項 

 1. 東京都薬剤師会「地区及び職域薬剤師会会長会」資料報告 

2. 学術・DI担当報告 

3．防災公衆衛生担当報告 

4．総務・会計担当報告 

5．保険担当報告 

6．地域医療担当報告 

7. 池袋あうる薬局担当報告 

 

○協議事項 

1.  令和 4年度健康展の件 

   開催について確認、足指力測定と呼気測定の中止、靴を脱ぐ必要のない骨密度計導入の検討

について、豊島区の担当者と打合せを進めていくこととなった。 

 

○審議事項 

1. 職掌分担の件 

各事業の職掌における担当が決定された。 

2.  サンコー薬局大塚店入会金の件 

  サンコー薬局大塚店の個人 B会員から A会員への資格変更にともなう入会金について支払い

済みの B会員入会金 20,000円を差し引いて 100,000円とすることが承認された。 

3.  慶弔見舞金支給の件 



  顧問税理士居山先生への慶弔見舞金支給が承認された。 

4.  四師会ゴルフコンペの件 

  参加人数を当初予定の6名から 7名にすることが承認された。 

 

豊島区薬剤師会の活動（７・８月） 

 

 

７／ １  エストエイドシステム 導入等打合せ 

 ６  豊島区認知症施策推進会議 

 ７  レセプト 

 ７  池袋あうる薬局運営委員会 

 ８  東池袋エリア入会面談  

 ９  東京都薬剤師会 地区及び職域薬剤師会会長会 

 
９ 

 ｢令和４年度地域包括ケアシステムにおける薬局･薬剤師の機能強化事業｣在宅地区担

当者会議 

 １３  豊島区薬剤師会 理事会 

 ２０  西部・アトリエ村合同地域ケア会議 

 ２１  豊島区薬剤師会 勉強会 

 ２３  第 4回日本在宅医療連合学会大会 

 ２４  第 4回日本在宅医療連合学会大会 

 ２７  大塚南エリア・巣鴨エリア入会面談 

８／ ３  長崎休日診療所当番薬剤師 説明会 

 ３  池袋あうる薬局運営委員会 

 ４  医薬協議会 

 ５  長崎休日診療所当番薬剤師 説明会 

 ８  レセプト 

 １０  豊島区薬剤師会 理事会 

 １６  健康展 豊島区国民健康保険課と打合せ 

 ２５  都民ファースト 予算要望面談 

 ２６  自由民主党 予算要望面談 

 ２９  公明党 予算要望 



医薬品分割販売利用案内 

令和元年１０月 

公益社団法人豊島区薬剤師会 会長 

豊島区医薬品・情報管理ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

 

※要遮光の医薬品（散剤、顆粒、ドライシロップ、水剤）について、仕切り書と薬ラベルに「遮光」

と記載することにしました。保存に関しては各薬局にて管理をお願いいたします。 

 

１． 分割販売品目 

医薬品約１８００品目、投薬ビン・軟膏壺などの医療材料 

 

豊島区薬剤師会ホームページに販売品目リストを掲載しております。 

 

２． 販売単位 

錠剤・カプセル ・・・・・・・・ １錠・１カプセル単位 

散剤・顆粒・ドライシロップ・・・ １ｇ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

水剤 ・・・・・・・・・・・・・ １ｍｌ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

軟膏・クリーム ・・・・・・・・ １ｇ単位（バラ）、1本単位（チューブ） 

点眼・点耳・吸入 ・・・・・・・ １本単位 

ハップ剤 ・・・・・・・・・・・ １袋単位 

坐剤 ・・・・・・・・・・・・・ １個単位 

医療材料等・・・・・・・・・・・ １個単位 

 

容器が必要な場合は、所定の容器（有料）を使用いたします。 

 

３． 販売価格 

医薬品・・・・・・・・・  薬価（消費税込） 

その他（医療材料等）・・・ 取扱品目リストに掲載 

 

４． 手数料 

豊島区薬剤師会 会員  ・・・・・・ 無 料 

区外 東京都薬剤師会 会員  ・・・ １回  １１０円（消費税込） 

その他医療機関     ・・・・・・ １回 ２２００円（消費税込） 

 

５． 検収・返品 

医薬品受領時に必ずご確認いただき受領印もしくは自署をお願いいたします。 

品質管理上、返品はできません。 

ただし、メーカー回収の場合は、この限りではありません。 

 

※使用期限が２ヵ月未満の場合は事前に確認の連絡をさせていただきます。 

２ヵ月以上でも期限の確認が必要な方は発注書の備考欄にその旨をご記入ください。 



６． 発注方法 

注文方法  ： 専用の発注書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸにてご注文ください。 

       （電話での注文はお受けしておりません。） 

受付時間  ： ９時 から １６時３０分 月曜日～土曜日 

受取時間  ： ９時 から １７時    月曜日～金曜日 

       ９時 から ２１時３０分 土曜日・日曜日・祝日 

 

※年末年始、棚卸等により臨時休業する場合があります。（ホームページでご確認ください） 

※指定の発注書は、ホームページよりダウンロードできます。 

 

７． 利用者の確認事項 

初回利用時には、開設許可証の写しをご提出いただきます。 

また、都薬の会員証をお持ちの方は会員証の写しもご提出ください。 

なお、豊島区薬剤師会会員の方は提出不要です。 

 

その他開設許可更新等、管理センターが開設許可証の確認が必要と判断した場合には、 

再度ご提出いただくことがあります。 

 

８． 支払い方法 

豊島区薬剤師会会員は、原則として月末日締めの「翌月口座引落」となります。 

その他の方は、「薬品受け取り時に現金支払い」となります。 

 

 

＊ 管理センターでは、会員様の要望のあるものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否か

を決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、あうる薬局に提出してく

ださい。ＦＡＸでかまいません。 

 

＊ 集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使いください。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 

 

令和  年  月  日  

 

 

薬局名                             印  

 

 

以下の製品の取り扱いを要望します 

 

 

製品名                               規格 

                                               

 



管理センター取り扱いリスト追補 

＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 
 製品名 小分単位 備考 

内 アジスロマイシン小児用錠１００ｍｇ「タカタ」 錠  

内 エンペシドトローチ１０ｍｇ 錠  

内 ナフトピジルＯＤ錠５０ｍｇ「サワイ」 錠  

内 ニポラジン小児用細粒０．６％ ｇ  

内 ベージニオ錠５０ｍｇ 錠  

内 ヨウ化カリウム丸５０ｍｇ「日医工」」 錠  

内 アーチスト錠１．２５ｍｇ 錠  

内 アザニン錠５０ｍｇ 錠  

内 アレグラ錠６０ｍｇ 錠  

内 アンジュ２１錠 シート  

内 エナジア吸入用カプセル高用量 Ｃ  

内 ガランタミンＯＤ錠１２ｍｇ「サワイ」 錠  

内 ジェミーナ配合２１錠 シート  

内 ジスバルカプセル４０ｍｇ Ｃ  

内 シナール配合顆粒１ｇ 包  

内 ジルチアゼム塩酸塩Ｒカプセル２００ｍｇ「サワイ」 Ｃ  

内 炭酸水素ナトリウム錠５００ｍｇ「ＶＴＲＳ」 錠  

内 ピタバスタチンカルシウム錠４ｍｇ「ＫＯＧ」 錠  

内 フルカムカプセル２７ｍｇ Ｃ  

内 フルタミド錠１２５ｍｇ「ＶＴＲＳ」 錠  

内 ベージニオ錠１００ｍｇ 錠  

内 ユリス錠１ｍｇ 錠  

内 ラコールＮＦ配合経腸用半固形剤３００ｇ バッグ  

内 ラシックス錠４０ｍｇ 錠  

外 ロキソプロフェンＮａ外用ポンプスプレー１％「ＹＤ」１００ｇ 本  
 
 
＊ 取り扱い中止 

 製品名 備考 

内 クラシエ芍薬甘草湯エキス細粒（ＫＢ－６８）３ｇ  

内 リリカカプセル１５０ｍｇ  

内 アプルウェイ錠２０ｍｇ  

内 アルタットカプセル７５ｍｇ  

内 アレグラドライシロップ５％  

内 エンシュア・リキッド（コーヒー）  

内 クラシエ人参養栄湯エキス細粒  

内 シダキュアスギ花粉舌下錠５，０００ＪＡＵ  

内 ゾルトファイ配合注フレックスタッチ  

内 炭酸水素ナトリウム錠５００ｍｇ「ファイザー」  

内 チニダゾール錠５００ｍｇ「Ｆ」  

内 ツロブテロール塩酸塩錠１ｍｇ「トーワ」  

内 ピレンゼピン塩酸塩錠２５ｍｇ「サワイ」  

外 インテバン坐剤２５  



外 キュバール５０エアゾール５０μｇ/１噴霧  

外 フルタイド１００ロタディスク  

外 フルタイド５０ロタディスク  

外 フルルビプロフェンテープ４０ｍｇ「ユートク」  

外 ベセルナクリーム５％  

 

 

 

 














